
防災基本計画
読み合わせの会

（令和５年５月修正版）

内閣府資料（https://www.bousai.go.jp/taisaku/keikaku/kihon.html）

防災基本計画は、災害対策基本法第34条
第1項の規定に基づき、中央防災会議が
作成する、政府の防災対策に関する基本
的な計画です。
令和5年5月30日に開催された中央防災会
議では“被災者に対する支援の方法”にも
大きな変化がありました。
これらの修正点を確認するとともに、北
海道の多様な主体との連携による被災者
支援について理解を深めることを目的
に、「読み合わせの会」を開催します。

と　き　2023年６月22日（木）16:00～17:30
　　　　　※オンライン開催
対　象　北海道内の自治体・社協のみなさま
　　　　主催・共催団体の会員のみなさま
参加費　１組織　1,000円
申込み　６月20日（火）までに、①氏名、②所属、
　　　　③参加人数を記載し、メールでお申込み
　　　　ください。 ➡ info@wellbedesign.jp
主　催　一般社団法人ウェルビーデザイン
共　催　北の国災害サポートチーム
お問合せ先　011-801-7450（ウェルビーデザイン）

緊急開催緊急開催

※同一組織内であれば何名でも参加可能
※個人の場合はお一人1,000円



主催・共催団体のご紹介

災害対策基本法の基本理念に則り、国の防災基本計画に規定される災害中間支援組織
としての役割を担い、三者連携（行政、災害ボランティアセンター、NPO等の連携）
と多様な支援機関による情報共有の場の構築を進め、北海道内の災害時の被災者支援
活動の環境整備を図ることを目的とするネットワーク組織。過去の災害支援活動を通
じて培った経験や知見を北海道内外の支援活動に貢献することを目的としている。

平成30年北海道胆振東部地震では、災害発生１週間後から情報共有会議（北の国会
議）を開催し、行政、社会福祉協議会、NPO等による情報共有の場を構築。2021年
９月までに49回の会議を開催した。それらの結果をアーカイブにまとめるととも
に、会議で取り上げられた話題を検索できる「北の国会議データベース」をホームペ
ージ上で公開している。

2020年～2022年の３年間、休眠預金等活用法により資金配分団体となった認定
NPO法人全国災害ボランティア支援団体ネットワークが行う「中核的災害支援ネッ
トワーク構築プログラム」の採択を受け、「広域・分散型災害支援ネットワーク構築
事業」を実施。有珠山周辺地区および釧路地区における災害支援ネットワークの強化
を行うほか、被災者支援のあり方を考える「これからの災害支援を考える北海道フォ
ーラム」や「被災者支援の多様な視点を学ぶ きたサポ研修会」を開催してきた。

北の国災害サポートチーム

https://kitasapo.net

2019年10月1日発足
幹事団体数：10
協力会員数：57【団体28、個人29】

　　　　　　　　　　　　　　　　（2023年５月31日現在）

一般社団法人ウェルビーデザイン

https://wellbedesign.jp

福祉行政や地域包括支援センター、社会福祉協議会や民生委員・児童委員など地域福祉
推進を担う機関や人材を支援する非営利型社団。「地域研究」「地域開発」「人材育
成」の包括的プロジェクトを実施し、地域に根ざした福祉活動の構築を行っている。

災害発生時には中央共同募金会が設置する災害ボランティア活動支援プロジェクト会
議からの派遣要請を受け、災害ボランティアセンターの運営支援にあたるほか、北の
国災害サポートチームと協働した被災者支援活動を展開。平成30年北海道胆振東部
地震では、北海道内外14の団体とともに「北海道足湯隊」を結成し、避難所や仮設
住宅等に居住する被災者への心身のケア活動や  むかわ町、むかわ町社協との協定に
より、町内全世帯への訪問活動と災害ケースマネジメント（被災者個々の状況にあわ
せた細やかで継続的な支援）を実施。発災から４年以上が経過する現在でも厚真町で
被災した歴史書物等の保存活動を展開している。

日ごろの地域福祉推進活動を基盤とした災害時の多様な被災者支援につながるネット
ワーク構築や災害時避難行動支援の構築、福祉事業所等の事業継続計画（BCP）の
策定支援、災害派遣福祉チーム（DWAT）の養成に携わっている。2012年6月1日設立


